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【令和５(2023)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であるが、 

概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 本研究は、圧縮秘匿計算という、秘匿計算、圧縮索引、圧縮計算で構成する新概念を提唱し、この技

術をゲノム医療解析や自然言語等の非定型データのビッグデータを圧縮して暗号化し、そのまま解析

を行うものである。具体的には、研究代表者がこれまでに積み上げてきたデータ圧縮技術とデータ秘匿

技術を融合させ、圧縮秘匿データ解析技術の開発を目指す。 

（意見等） 

 本研究は「大量のデータを学習・解析する際の計算コスト」と「個人情報を共有する際のプライバシ

ー」を解くべき課題に据えて、プライバシーを保護しつつ計算を行う方法としてデータを匿名化・暗号

化したまま学習や解析をすることを目指している。研究代表者が得意とする簡潔データ構造をメイン

のツールとして用いて、研究分担者の秘匿計算の技法を取り入れて研究分担者の持つバイオデータへ

の適用を行っている。また、こうした秘匿計算に関するライブラリを開発し、無償で公開することも計

画に挙げている。これまでのところ、当該研究テーマに対して着実に国際会議や国際的な学術雑誌での

発表を実施しており、着実に研究成果が上がっている。今後、研究計画調書で挙げている実際のライブ

ラリの開発や公開に向けての進展と着実な実現を期待する。 


